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②愛鷹山の高位置集落 駿河湾東岸地域の弥生後期集落の動向

浮島沼

愛鷹山

足高尾上遺跡群

（小泉裕紀2002「愛鷹山南麓周辺における弥生集落の動態」
『弥生集落論』第5回中部弥生時代研究会）
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◎後期前半に低地周辺（浮島沼周辺など）に位置した集落は後期後半に
高位置に形成されるようになる。、足高尾上遺跡群は周辺に同様の緩
斜面が広がるにも関わらず、標高80m から180m 付近、東西2 ㎞のご
く限られた範囲に集落が密集する。
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愛鷹山山麓の大集落
（後期後半：足高尾上遺跡群）
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東京湾岸・房総半島に久ヶ原
式が、駿河湾東岸に雌鹿塚
式、静岡清水平野に有東式に
後続する登呂式土器が、天竜
川以東のおそらく志太平野も
含む東遠江地域に白岩式に
後続する菊川式土器がそれ
ぞれ特徴の異なる後期前半
の土器型式として形成された
登呂式土器の櫛描文や赤彩
の流行は中部高地の影響とみ
てよいだろう。

⇒この時期に地域色がはっきり
してくることは、自集団と他集団
を明確に意識し始めたようにも
見える。

弥生後期の地域色と

土器の移動（人の移
動）

（篠原和大2012「登呂の時代の駿河と赤彩土器」『赤い土器の世界』）

地域色のある弥生文化が展開する。農耕戦略の違いからか、新天地をもとめて移動す
る集団もあった（菊川式土器、伊場式土器（山中系土器）の移動）。

③菊川式土器の関東地方への移動と環濠集落
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◎南関東地方への菊川式土器の移動

埼玉県和光市午王堂山遺跡・花ノ木遺跡、東京都下戸塚遺跡など東京湾北西
岸域で、菊川式土器がまとまって出土することが知られる。これらの集落の
多くは環濠集落で、周辺地域の在来的な土器（久ヶ原式）を含んで、変容が
進んだ菊川式土器が共存する。人が集団で移動して定住したことを示す。

下戸塚遺跡の環濠集落

25
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花ノ木遺跡（上）・下戸塚遺跡（下）出土土器

菊川式土器の技術的特徴を備えた

壺・甕ほかの器種、久ケ原式の特
徴を備えた各器種が共伴し、折衷
的な土器もみられる。

27

後期後半の当初頃（登呂の

洪水直後頃からか）、再び
菊川式土器の新しい時期の
特徴を備えた土器群が武蔵
野台地東部周辺に移動する。
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④高尾山古墳の出現と北陸北東部系土器

29

高尾山古墳（沼津市）：平成17年からの計画道路建設のための調査で、はじ
めて3世紀前半代とみられる全長62ｍの前方後方墳であることが明らかになっ
た。保存運動と協議の結果、道路計画を一部変更して保存されることとなった。30
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高尾山古墳の外来系土器：4は脚台がつい
ているが、胴部から上位は北陸北東部
の特徴を持ったものと考えられている。

31
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汐入遺跡･･･静岡平野南部の海
岸浜堤に近い砂帯上に立地して
いる。西側は周溝付きの平地式
住居と掘立柱建物からなる居住
域内が溝や柵列によって方形に
区画される状況が知られていたが、
その東方の地点に棟持柱付の掘
立柱建物をとりまく空間と方形の
区画で囲まれた居住域を有する

静岡・清水平野の古墳時代への転換

33

神明山1号墳（静岡市清水区）
静大考古学研究室で墳丘の調査を行い、廻間Ⅲ式（古）併行の土器を出土する

全長69ｍ、箸墓1/4相似形とみられる撥型前方部を持つ前方後円墳であることが
判明した。 34
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3．東海からみた邪馬台国時代の新潟
新潟と東海の邪馬台国時代の同じころ、環濠集落と異系統土器の共存、
高位置集落、古墳時代初頭の広域移動など同時期に類似、関係するよう
な動きが認められる。

①高地性・環濠集落—倭国乱の頃
【新潟】
・古津八幡山遺跡、裏山遺跡斐太遺跡などの高地性の環濠集落が
形成されるようになる（緊張状態）。
・北陸北東部系、東北系土器が共存、折衷土器。

【東海・関東】
・後期前半の集落が中頃に洪水で埋没する例（登呂）
後期後半にかけて高位置などへ移動。
・後期前半から遠隔地へ移動（菊川式の南関東への移動など）。
空白を埋めるように環濠集落を形成して移住。移住先で周辺
土器と共存

※緊張関係を保ちながらも移住（地域開発）、隣接集団と共存
⇒新しい地域社会を形成する動きでもある。

35

（佐藤祐樹2012「高尾山古墳周辺における集落の動態
と古墳築造の背景」『高尾山古墳発掘調査報告書』）

（滝沢規朗2013「高尾山古墳周溝及び周辺出土の北陸北東部系土器について」
『西相模考古』第22号）

②新潟から来た人々
列島的な遠隔地土器の広域移動
の時代。静岡で北陸北東部系
土器が出土すること。折衷品
が作られたこと。
⇒新潟から静岡へやってきた
人々

36
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千葉県茂原市国府関遺跡で出土した北陸北東部系土器と製作途上品を含む木製品類
：北陸系は北東部系中心で甕のほか多器種にわたる。ほかに在地系と東海系。東海系
台付甕の脚台を意図的に折損。
木製品（アカガシ亜属製農工具類）の生産を専業的に行った遺跡。北陸系土器を
用いた人々は技術者集団として移住し、木器生産に携わったのではないか。

※土器の広域遠隔移動の背景には、鉄・装飾品などの流通とともに技術者の移動も
伴っているのではないか。：学生時代に国府関遺跡の調査・整理に参加して以来…

37

まとめ

◇特徴的な高地性・環濠集落が発達する邪馬台国時代の新潟を念頭に、東海・関東の
同時期の集落や社会の動向を概観しながら比較を試みた。東海でも環境変動などに
対応して、集落の移動や地域間の集団的移住が行われ、移動先で環濠集落が形成され
る状況が知られる。一方で、移動先でも隣接集団との共存は確認され、新潟の高地性
環濠集落の様相とも共通するようである。
環境の変化は、移動と新たな開発を促したともいえる。環濠集落などに示される
緊張状態の一方で、交流と開発が進展した時代であったとも考えられるのではないか。

◇次に訪れる、卑弥呼の時代、列島的な遠隔地土器の広域移動の時代。中塚氏は気候の長期
変動が収まったと指摘する。古墳（墳丘墓）の広域築造に政治的関係構築が見いだされる。
土器の遠隔地交流の背景にはやはり人の移動もあって、むろん政治的な背景を持つだろうが
先進・基盤技術の交流も盛んにおこなわれたと推察される（そうした物流研究を参照すべき
であるが）。

【参考文献】（スライド中に挙げたもののほか）
静岡県考古学会2014『駿河における前期古墳の再検討』
静岡県考古学会2015『駿河における古墳時代前期集落の再検討』
篠原和大2019「農耕文化の形成と登呂遺跡」『大学的静岡ガイド』昭和堂
新津市教育委員会2001『八幡山遺跡発掘調査報告書』
日本考古学協会新潟大会実行委員会1993『東日本における古墳出現家庭の再検討』

※新潟市文化財センター 相田泰臣様 立木宏明様 には過去の講演会資料等をお送り
いただき参考にさせていただいたほか、大変お世話になり、心から感謝申し上げます。 38


